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Abstract 

 

There hasn’t been any research about stress experiences considered from the view point of high school athletes.  

In this research, the purpose was to carry out an exploratory examination of the meaning of stress experiences for 

high school athletes.  Grounded Theory Approach (GTA) was adopted and “what meaning do high school 

athletes have for stress experiences in the athletic club activity” was research question.  In study 1, examination 

about adaptive athletes was conducted.  Data was collected by semi-structured interviews from 18 subjects (10 

high school athletes and 8 college students who were athletes in their high school days).  Basically, Modified 

Grounded Theory Approach (M-GTA; Kinoshita, 1999/2003) was referred, and data was analyzed through 

coding and categorizing.  It was made “the meaning process of stress experiences in the athletic club activity” as 

a hypothetical model.  This model was consisted of “experiencing stage”, “growing stage”, and “meaning stage”.  

In study 2, examination about maladaptive athletes was conducted.  Data was collected by semi-structured 

interviews from 15 subjects (they were college students who were athletes of leaving in the middle of the sport 

club activities in their high school days).  It was made “the stress experience process for maladaptive athletes” as 

a hypothetical model.  This model was consisted of “maladaptive process as athletes”, “adaptive process as high 

school students”, and “development process as individuals”.  Furthermore, an effective way of the stress 

management program for high school athletes was discussed. 
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1 はじめに 

 

運動部活動へ参加することによる身体的，心理的，社会的な効果が期待されているが，参加者が部活動の正

の効果を十分に得るためにはその環境によりよく適応していくことが求められる．その方略としてのストレス

マネジメント実践能力は高校運動部員（以下，部員と称す）が獲得すべき重要な資質であり，それを可能とす

るストレスマネジメントプログラム（Stress Management Program；以下，SMPと称す）の開発が求められてい

る． 

現在，学校現場等で行われているストレスマネジメント教育の多くはストレス反応を低減させることが主な

ねらいである（大野他，2002；坂野，2004；竹中，1997）．部員がSMPを実践するにあたっても，その目的は

ストレス反応の低減にあるといえる．そして，その効果として部活動に対する不適応は改善され，よりよい部

活動の実践，ひいては上述した様々な効果を期待することができるといえる． 
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ただし，SMPを提供する側としては部員がストレス体験をどのようなものとして認識しているのかを十分に

知っておく必要がある．佐藤（2006）は「生徒や選手に動きを教える場合，教える主観と学ぶ主観の相互作用

の中から成果が生まれてくることを考えれば，学習者の志向性を分析する作業は指導者にとって根源的な意義

を持つ」ことを指摘している．この主張に従えば，SMPを提供する側と実施する側の両方の視点からストレス

という現象を捉え，それらを統合したプログラムを作成し実施することが重要といえる．たしかに，部員の心

理的ストレスについては，Lazarus & Folkman (1984)の心理学的ストレスモデルに基づき，そこに含まれる諸変

数の客観的な指標を用いた調査はこれまでにも行われてきた．その成果として，部員におけるストレス反応表

出のレベルや（渋倉・小泉，1999），ストレス反応に影響を及ぼす要因等が検討され（渋倉，2001；渋倉・森，

2002；渋倉・森，2004），部員がストレス反応表出に至るまでのメカニズムが明らかとされた．しかし，従来の

研究がそうであったように，これらの研究においても，部員にとってストレス体験は部活動への適応を阻害す

る要因であることを前提としており，部活動の主体である部員が自らのストレスをどのように捉えているのか

という視点での検討は行われていない．部員にとってストレス体験とは一体どのような体験なのかといった主

観的なものの見方を検討することにより，ストレス体験に関わる彼らの現実の姿を捉えることができると考え

られる．そこで本研究では，「部員にとって部活動におけるストレス体験はどのような意味があるのか」につい

て，部員の視点から探索的に検討することを目的とした． 

 

2 研究1 

 

2．1 目的 

 

研究 1では，部活動に適応的な部員のストレス体験の意味を検討した．調査開始時は調査対象者を部員全体

と考えていたが，対象者における方法論的限定の必要性から，ここでは「部活動に適応的な部員」が分析対象

となった（詳細は，「2．3 結果および考察」で述べられる）．したがって，研究 1では，「部活動に適応的な部

員にとって部活動におけるストレス体験はどのような意味があるのか」について検討することを目的とした． 

 

2．2 方法 

 

2．2．1 研究方法の採択 

本研究では，「部員にとって部活動におけるストレス体験はどのような意味があるのか」をリサーチ・クエス

チョン（research question）に設定した．ここでは，研究対象者の主観的で多様なものの見方を深く掘り下げて

検討することが必要となってくる．したがって，当事者の主観的立場を重視する質的研究法を採用して研究を

行った． 

また，具体的な研究方法としてグラウンデッド・セオリー・アプローチ（Grounded Theory Approach；以下，

GTA と称す）を採用した．GTA とは，データから概念を抽出し，それらを関係づけることにより発展的に理

論を生成する方法である（Glaser & Strauss, 1967）．GTAが適した研究として木下（1999）は，①人間と人間が

直接的にやりとりをする社会的相互作用に関わる研究であること，②ヒューマンサービス領域であること，③

研究対象とする現象がプロセス的性格を持っていることの 3点をあげている．本研究では，部員のストレス体

験という社会的相互作用を扱っている点，将来的に部活動という学校システム下における活動の中で SMP の

実施を試みるというねらいがある点，そして部員のストレス体験の意味をプロセス志向的に捉えていこうとす

る点が特長である．これらは，本研究がGTAを研究方法として採用することの適切性を示していると考えられ
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る． 

 

2．2．2 データ収集 

2．2．2．1 調査対象者  N 県高等学校の運動部員 2，3 年生 16 名とN 県大学の 2，3 年生で高校時代に

運動部所属経験がある8名の合計24名を対象に面接を依頼した．面接協力者の選定にあたっては，まず所属学

校，性別，種目，競技レベル等に偏りが生じないよう調査依頼先の運動部を特定した．その後，面接協力者個

人の選定を，各団体の顧問教諭の推薦を受けて行った．選定された24名のうち，日程の都合等で協力が得られ

なかった5名を除く19名から協力を得た．さらに，今回の分析に用いられたデータ範囲は，対象者における方

法論的限定により，「部活動に適応的な部員」が分析対象となった．したがって，協力を得た 19名のうち，適

応的ではないと考えられた 1 名を除く 18 名が最終的な分析対象者となった（表 1）．なお，調査対象者は 3 段

階に分けてデータ収集・分析された．各調査対象者がどの段階で収集・分析されたかは，「2．3 結果および考

察」の部分で説明される． 

2．2．2．2 収集の方法  2006年 4月から6月にかけて半構造化面接を調査者と面接協力者との1対1で

行った．面接場所は面接協力者の所属する学校の教室であり，面接時間は1人あたり 40分から50分程度であ

った．面接の様子は面接協力者の合意の下で ICレコーダーに録音され，逐語化された． 

2．2．2．3 質問の内容  最初に，「高校の部活動を行ってきた中で，辛いことや嫌な経験をしたこと」を

思い起こすために，その出来事を簡単にメモしてもらい，その後，基本的には以下のような質問を行った． 

①先にあげたストレス出来事について具体的にどのようなことがあったのか．②ストレス体験をする中で，ど

表 1 調査対象者一覧（研究 1） 

 

no. 所属 性別 種目 競技レベル 

1 高校 3 年生 男子 野球 地区大会 

2 高校 3 年生 男子 野球 地区大会 

3 高校 3 年生 男子 野球 地区大会 

4 高校 3 年生 女子 陸上競技 県大会 

5 高校 3 年生 女子 陸上競技 県大会 

6 高校 3 年生 女子 陸上競技 県大会 

7 高校 3 年生 女子 陸上競技 県大会 

8 高校 3 年生 女子 ソフトボール 地域ブロック大会 

9 高校 3 年生 女子 ソフトボール 地域ブロック大会 

10 高校 3 年生 女子 ソフトボール 地域ブロック大会 

11 大学 2 年生 女子 ハンドボール 全国大会 

12 大学 2 年生 女子 軟式テニス 地域ブロック大会 

13 大学 2 年生 女子 バスケットボール 地区大会 

14 大学 2 年生 女子 バレーボール 県大会 

15 大学 3 年生 男子 卓球 県大会 

16 大学 3 年生 男子 卓球 県大会 

17 大学 2 年生 男子 卓球 県大会 

18 大学 2 年生 男子 卓球 県大会 
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のようなことを考えたり感じたりしたのか．③ストレス体験は，あなたにどのような影響を及ぼすと思うか．

④ストレス体験は，あなたにとってどのような意味があると思うか． 

2．2．2．4 倫理的配慮  面接協力者には研究の目的，面接時間，答えたくない内容には回答を拒否して

も良いこと，面接記録は録音されること，データの公表に際しては面接協力者のプライバシーが侵害されない

よう最大限の注意が払われること，等を面接開始時に説明した． 

2．2．2．5 相互信頼感（ラポール）の形成  面接協力者がその面接を有意義と感じ，誠実に情報を提供

できるようにするためには，面接者と面接協力者との間の相互信頼感を築くことが重要である（鈴木，2002）．

本研究では，面接者と面接協力者は初対面であったため，相互信頼感形成に向けて次の点に特に配慮した．ま

ず，面接開始前には，上述したような研究の目的等を丁寧に説明し，この面接が「より一層の部活動の発展に

つなげたい」という願いのもとに行われることを理解してもらった．面接中には，先入観や評価的なものの見

方に注意し，誠実な対応を心がけ，両者が対等な関係であるように絶えず配慮した．また，面接協力者にとっ

て居心地のよい空間作りに努めた．面接終了時には，本研究に協力してもらえたことに対して感謝の気持ちを

伝え，今回が有意義な面接であったこと，面接協力者の部活動における今後の活躍等について言葉を交わして

面接を終えた． 

 

2．2．3 データ分析 

木下（1999，2003）の修正版グラウンデッド・セオリー・アプローチ（Modified Grounded Theory Approach ; 以

下，M-GTAと称す）を参照し，以下の3つの手順を経てモデルの生成を試みた． 

2．2．3．1 概念化  逐語化されたデータについて，分析テーマ（部員におけるストレスの意味）と関連

のある箇所に注目した．それを具体例として，分析テーマの観点から分析焦点者（部員）の視点に立ってデー

タに含まれるコンテキストを解釈した．引き続き，類似した例が他のデータにみられるかどうかをチェックし，

その解釈について一定の具体例が確認できたら「定義」と「概念名」をつけた．具体例が少ない場合にはその

概念は有効でないと判断した． 

2．2．3．2 カテゴリー化  個々の概念について他の概念との関係を一つずつ検討していき，いくつかの

共通する概念からなるカテゴリーを生成した． 

2．2．3．3 モデルの生成  カテゴリー相互の関係から分析結果を図としてまとめた．その過程で必要に

応じてカテゴリー・グループを編成し，それらの概要を簡潔な文章とするストーリーラインを作成した． 

 実際に概念が生成されるプロセスを例示すると，まず，分析テーマに関してもっとも豊富な内容を含んでい

そうな 1人のデータを選び，逐語化されたデータの中から分析テーマに関連のある箇所に注目する．本研究で

は，例えば次のような部分に注目した．「初心者同士といっても結構差があったんですよ．（中略）その実力の

差とか自分の下手さとかで，すごいなんていうか，どうしようもないじゃないですか」．そして，この部分を適

切に表現する言葉は何かと考え（解釈），いくつかの具体例が出たところで「競技力に関して，過去の自分や周

囲の人と比較して自分が未熟であると感じること」との定義に至った．概念の説明力は，類似例を検討するこ

と（類似した例がデータにみられるかどうかをチェックすること）によって高めることができるが，同時に対

極例の検討（概念の定義と矛盾する例がデータにみられるかのチェック）も行っていった．そして，これら具

体例による意味単位「未熟さを認識する」という概念を生成した． 

このような要領で概念を継続的に生成していくが，これと並行してその概念と他の概念との関係や，それに

より構成され得るカテゴリー，またその概念と最終的なモデルを説明するプロセスとの関連性についても推測

的，包括的に考えていった．分析は，次第に概念生成からカテゴリー化へ（オープン・コーディングから選択

的コーディングへ）シフトし収束化を見せ，データから新たな重要概念が生成されず確認すべき新たなデータ
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収集の必要性もなくなったことをもって理論的飽和化の判断を行い，分析を終了した． 

 

2．3 結果および考察 

 

2．3．1 分析過程と結果 

研究 1では，データ収集・分析を 3段階に分けて行った．以下ではそれら各段階の分析過程と結果を概説す

る．なお，カテゴリー・グループは【 】内に，カテゴリーは＜ ＞内に，概念は“  ” 内に表記する． 

2．3．1．1 第 1段階  この段階では，基礎となる概念とカテゴリーの生成を主な目的とした．調査対象

者はno.1から no.7までの高校3年生 7名であり，競技力は比較的低い方（地区大会，および県大会レベル）で

あった．34 個の概念，14 個のカテゴリーを生成し， 4 個のカテゴリー・グループを構成した．第 1 段階にお

けるカテゴリーとしては【ネガティブ出来事の体験】に関するものとして＜能力不足＞，＜活動環境＞，＜対

人関係＞が，【対処行動の試み】に関するものとして＜認知的＞，＜行動的＞，＜情緒的＞，＜サポート＞が，

【自分自身の変化】に関するものとして＜行動の変化＞，＜感情の変化＞，＜活動に対する評価＞，＜様々な

気づき＞，＜解釈の変化＞が，最後に【ライフスキルとしての期待】に関するものとして＜般化＞，＜未来へ

の展望＞が生成された．ただし，これらカテゴリーを構成する概念の説明力は未だ低い状態といえる．第 2段

階では，生成された概念の類似例を確認していくとともに，更なるオープン化を図っていった． 

2．3．1．2 第 2段階  この段階では調査対象者の属性を拡大することにより概念とカテゴリーのオープ

ン化を図ること，および第 1段階で浮上した概念とカテゴリーの洗練化を主な目的とした．調査対象者は no.8

からno.10までの高校3年生 3名であり，競技力の高い運動部（地域ブロック大会レベル）の部員を選定した．

第 2段階までに生成された概念は52個で，第1段階と比較すると18個の概念が新たに加わった．52個の概念

には概念名が修正されたもの（“他者に振りまわされる”→“他者の影響を受ける”）や，1 つの概念がいくつか

の概念に細分化されたもの（“問題解決を試みる”→“課題を見つける”，“直接行動に移す”，“工夫した取り組み”），

あるいはいくつかの概念が1つの概念に統合されたもの（“将来の成長につながる”，“将来の人間関係に役立つ”，

“将来の目標達成に役立つ”→“将来の成長につながる”）も含まれる．生成された概念の増加等に伴い，カテゴ

リー数も第1段階の 14個から 22個に増えた．これらには，概念名と同様，カテゴリー名が修正されたものも

含まれる（“活動環境”→“厳しい活動条件”）．また，第2段階では，＜コーチへの要望＞，＜競争的な集団＞等，

競技力の高い運動部の特徴を反映したカテゴリーが新たに加わった． 

そして，第 2段階ではこれまでに生成された概念とは対極をなす具体例（対極例）もみつかった．内容的に

は【自分自身の変化】が起きてくる段階で，他のケースとは異なり「不適応の状態」や「ネガティブ評価」を

表すというものであった．しかし，これら対極例を示すケースが全調査対象者のうちわずか 1ケースであった

ため，これだけで独自の概念とすることは不適切であると考えた．ただし，「部員におけるストレスの意味」と

いう分析テーマにおいて，この内容の示す重要性は高いと判断した．すなわち，理論的サンプリングを行おう

とすれば，部活動へ不適応を示す部員のデータを収集することが必要となるが，本研究がデータ収集に費やす

ことのできる時間，実際に不適応を示している部員を選定することの困難さ，そしてそれが現場に及ぼす影響

を考慮すると，本研究においてそれらのデータを収集することは極めて難しいと考えた．ここで，本研究にお

けるデータ範囲は，調査開始当初に「高校運動部員」であったものを改め，「部活動に適応的な部員」という限

定を設けることになった． 

2．3．1．3 第 3 段階  この段階では，概念とカテゴリーの洗練化と精緻化が主な目的であった．調査

対象者はno.11から no.18までの大学2,3年生8名であり，高校時代の部活動体験を回顧的に語ってもらうこと

を意図した．第 3 段階の前半（4 名のデータ）では，様々な競技レベルの部員を配置することで概念とカテゴ
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リーの洗練化を図った．概念，カテゴリーとも収束化に向けた作業が中心となったが，オープン化にも注意を

表 2 最終的な概念，カテゴリー，カテゴリー・グループ（研究 1） 

 

カテゴリー・グループ（5） カテゴリー（17） 概念（44）

部活動環境への適応課題 自分自身の能力 未熟さを認識する

すべきことができていない

効果が表れない

活動条件 条件的に不都合な環境で活動する

他の活動が制限される

コーチとの関係 コーチが熱心に指導してくれない

コーチが理解を示してくれない

コーチから厳しい条件を強いられる

チームメイトとの関係 周囲に迷惑をかけている

活動への取り組みに温度差がある

他者からの評価を気にする

仲間が辞めていく

集団に馴染めない

他者の行動が期待と異なる

競争の中で プレッシャーを感じる

駆り立てられている

ネガティブな感情・評価 ネガティブな感情・評価 ネガティブ感情

自分に対する低い評価

対処行動の試み 心の操作活動 思考転換する

気持ちを切り替える

サポートを受ける サポートを受ける

課題への積極的取り組み 課題を探る

状況を理解しようと努める

直接行動を起こす

努力する

課題から距離をおく 我慢する

諦める

その場から遠ざかる

別のことで問題解決を図る

自分自身の変化 課題の克服 成功体験をする

充実感を得る

部活動を行う個人としての成長 自信がつく

主体的に活動に取り組むようになる

知識の獲得・理解の深化 他人について理解が深まる

様々な気づきや発見がある

サポートに感謝する

成熟したメンバーとしての成長 責任感を持つ

周囲に関心が向くようになる

人格的な成長 人格的な成長

ストレス体験の評価 成長できたという感覚 自分の成長になるという意識

プラス方向へ自分が向かうきっかけ

ストレス体験の肯定的意味づけ フィードバックを得られる

辛いときでも頑張れる

別の場面で役立てられる  
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払った．すなわち，第3段階までに生成された概念は 44個となり，第2段階と比較して8個減少した．また，

カテゴリー数は5個減少して 17個となった．後半では精緻化に向けた確認作業を行った．ところで，分析の終

了は理論的飽和化をもって判断される．この段階まで継続的比較分析を行い，no.15からno.18までの4名のデ

ータにおいてこれまで生成された概念の類似例は見出されたものの，新たな概念を生成するような具体例は発

見されなかった．また，「部活動に適応的な部員」というデータ範囲において，新たなデータを収集して確認す

べき問題もないと判断された．さらに，これまでの分析から，分析テーマである「部員におけるストレスの意

味」に関するプロセスを導くことができた（詳細は後述される）．以上のことを勘案すると，本研究は理論的飽

和化に至ったものと判断し，分析を終了した． 

最終的に導かれた概念，カテゴリー，そしてカテゴリー・グループを表2に示した． 

 

2．3．2 結果図の作成 

分析結果として生成された概念，カテゴリー，カテゴリー･グループについて，それらの関係を図示した（図

1）．以下では，結果図としての「部活動ストレス体験の意味づけプロセス」を説明する．なお，本研究では 5

個のカテゴリー・グループが得られたが，それらは「部活動ストレス体験の意味づけプロセス」という観点か

ら，さらに3つの段階に分けることができた．それぞれの段階ごとに順次説明していくこととする． 

2．3．2．1 部活動ストレスの「体験」段階  部員は日常の部活動を行う中で様々な【部活動環境への適

応課題】に直面していた．彼らは，＜自分自身の能力不足＞を体験したり，自分にとって＜不都合な活動条件

＞で活動することを強いられたりしていた． また，＜コーチとの関係＞や＜チームメイトとの関係＞といった

部活動内部の人間関係，さらに部活動特有の＜競争的な環境＞も部員にとっては大きなストレス出来事となっ

ていた．これらは，部員が部活動環境に適応していくうえで取り組んでいかなければならない課題と考えられ

【【【【ネガティブなネガティブなネガティブなネガティブな
感情・評価感情・評価感情・評価感情・評価】】】】ﾁｰﾑﾒｲﾄとの関係ﾁｰﾑﾒｲﾄとの関係ﾁｰﾑﾒｲﾄとの関係ﾁｰﾑﾒｲﾄとの関係

コーチとの関係コーチとの関係コーチとの関係コーチとの関係

活動条件活動条件活動条件活動条件

自分自身の能力自分自身の能力自分自身の能力自分自身の能力

競争の中で競争の中で競争の中で競争の中で

課題の克服課題の克服課題の克服課題の克服

部活動を行う個人部活動を行う個人部活動を行う個人部活動を行う個人
としての成長としての成長としての成長としての成長

知識の獲得・知識の獲得・知識の獲得・知識の獲得・
理解の深化理解の深化理解の深化理解の深化

成熟したメンバー成熟したメンバー成熟したメンバー成熟したメンバー
としての成長としての成長としての成長としての成長

成長成長成長成長できたというできたというできたというできたという
感覚感覚感覚感覚

部活動ストレス体験の「意味づけ」段階部活動ストレス体験の「意味づけ」段階部活動ストレス体験の「意味づけ」段階部活動ストレス体験の「意味づけ」段階
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部活動ストレスの「体験」段階部活動ストレスの「体験」段階部活動ストレスの「体験」段階部活動ストレスの「体験」段階

人格的な成長人格的な成長人格的な成長人格的な成長

【【【【ストレス体験の評価ストレス体験の評価ストレス体験の評価ストレス体験の評価】】】】

【【【【自分自身の変化自分自身の変化自分自身の変化自分自身の変化】】】】

【【【【対処行動の試み対処行動の試み対処行動の試み対処行動の試み】】】】

【【【【部活動環境への適応課題部活動環境への適応課題部活動環境への適応課題部活動環境への適応課題】】】】
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部活動ストレス体験の「意味づけ」段階部活動ストレス体験の「意味づけ」段階部活動ストレス体験の「意味づけ」段階部活動ストレス体験の「意味づけ」段階

部活動ストレス体験に部活動ストレス体験に部活動ストレス体験に部活動ストレス体験に
よる「成長」段階よる「成長」段階よる「成長」段階よる「成長」段階
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人格的な成長人格的な成長人格的な成長人格的な成長

【【【【ストレス体験の評価ストレス体験の評価ストレス体験の評価ストレス体験の評価】】】】

【【【【自分自身の変化自分自身の変化自分自身の変化自分自身の変化】】】】

【【【【対処行動の試み対処行動の試み対処行動の試み対処行動の試み】】】】

【【【【部活動環境への適応課題部活動環境への適応課題部活動環境への適応課題部活動環境への適応課題】】】】
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図 1 部活動ストレス体験の意味づけプロセス 
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た． 

つづいて，【部活動環境への適応課題】に直面すると部員は様々な【ネガティブな感情・評価】を示していた．  

また，【ネガティブな感情・評価】を契機として部員は様々な【対処行動の試み】を行い，直面した【部活動

環境への適応課題】に取り組んでいた．すなわち，部員は＜課題への積極的取り組み＞や＜課題から距離をお

く＞ことを行って対処に臨んでいた．これら直接的な行動を起こすにあたり，部員は自分が行動しやすくなる

ように＜心の操作活動＞を行ったり，周囲の人々から様々な＜サポートを受け（る）＞たりしていた． 

適応的な部員は，部活動ストレスの「体験」段階で【部活動環境への適応課題】に直面し，【ネガティブな感

情・評価】を契機とすることで，様々な【対処行動の試み】を行っていることをこの結果図は表している．ま

た，この段階は，従来の量的研究で行われていたこれまでの研究結果を反映していたと考えられる．すなわち，

部活動ストレスの「体験」段階で生成されたカテゴリーは，部員の心理的ストレス過程を検討した渋倉・森（2004）

で用いられた変数と内容的にほぼ一致した．ただし，認知的評価に関するカテゴリーは生成されなかったが，

認知的評価のプロセスが意識的ではないと考えられている（Lazarus & Folkman, 1984）ことから，部員の語りに

は表れてこなかったものと推測することができる．このように，適応的な部員においても部活動で種々のスト

レスを体験して，それ以降の「成長」段階，「意味づけ」段階へと進んでいくと考えられる．  

2．3．2．2 部活動ストレス体験による「成長」段階  部員は，部活動ストレスの「体験」段階を経て【自

分自身の変化】を経験していた．すなわち，部員は【部活動環境への適応課題】に取り組むことを通して＜課

題の克服＞を実感していた．一方，部員は【部活動環境への適応課題】に取り組んできた中で，様々な＜知識

の獲得・理解の深化＞を遂げてきた．具体例としては次のようなものがあった．そして，このような部員の成

長は部活動に関係した部分にとどまらず，人間としてのたくましさや心の強さといった＜人格的な成長＞にも

及んでいた．具体例としては次のようなものがあった． 

部活動ストレス体験による「成長」段階は，部活動ストレスの「体験」段階を経ることで自分自身が成長を

遂げる過程であると考えられる．成長のタイプは，部活動を行うことにおける成長（個人として，メンバーと

して）と，人格的な成長とがあった．それぞれの成長を遂げることが，後に続く「意味づけ」段階に影響を及

ぼすということを結果図は表している． 

3．2．2．3 部活動ストレス体験の「意味づけ」段階  部活動ストレス体験による「成長」段階を経験す

ることで，部員は自分自身が部活動ストレスの体験から＜成長できたという感覚＞をもつようになると考えら

れた．そして，そのような感覚は＜ストレス体験の肯定的意味づけ＞として，部員の【ストレス体験の評価】

に影響を及ぼしていると考えられた．詳細には，“フィードバックを得られる”，“辛いときでも頑張れる”，“別

の場面で役立てられる”との意味づけを部活動ストレスに対して行っていた． 

部活動ストレス体験の「意味づけ」段階は，「体験」段階，「成長」段階を経て，自分の成長を実感すること

で部活動におけるストレス体験に対して肯定的な意味づけを行う過程であると考えられる．また，ストレス体

験に対する肯定的な意味づけは，新たなストレスに能動的に取り組むための動機づけになると考えられる． 

 

3 研究2 

 

3．1 目的 

 

研究1では，対象者における方法論的限定から部活動に適応的な部員が分析対象となった．研究2では，SMP

の必要度が高い「部活動に不適応を示す部員」を分析対象としてストレス体験の意味を検討した． 
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3．2 方法 

 

3．2．1 研究方法の採択 

本研究でも研究1と同様に，「部員にとって部活動におけるストレス体験はどのような意味があるのか」をリ

サーチ・クエスチョンに設定した．また，研究方法もGTAを採用した．  

 

3．2．2 データ収集 

3．2．2．1 調査対象者  佐々木（2006）によれば不適応とは，「適応の主体である個人が，客体である自

然環境や社会的環境および自己の心理状態に対して，十分に調和的な関係に達することができていない状態」

と定義される．本研究では部活動における不適応を，操作的に「活動の主体である部員が，部活動の環境や自

己の心理状態に対して十分に調和的な関係に達することができていない状態」と定義した．そこで，研究 2に

おける調査対象者であるが，「部活動に不適応を示した中途退部者」とした．なぜなら，部活動で不適応を示す

部員の中には結果的に中途退部する者も多いからである．また，引退まで部活動を継続した者の中から不適応

部員を特定することが非常に困難だという理由もある．したがって，調査対象者は便宜的に中途退部者の中か

ら求めることにした．ただし，中途退部者の中には不適応を示さない者もいると思われる．そこで，分析対象

者（分析データ）の選定にあたっては，①高校運動部員用適応感尺度（青木，2003）の得点，および②インタ

ビューの内容を参考にした．また，調査対象者を現在の高校生とはせずに大学生とした．このことについて，

不適応の経験を語るうえで，その経験を整理するためのある程度の時間が必要であると考えた．すなわち，中

途退部後あまり時間がたっていない時期に，部活動への不適応と関係がある自分のストレス体験を語ってもら

うことは，調査対象者に多くの不快感情を生じさせると思われた．このことは，倫理面とラポール形成の視点

から望ましい調査とはいえない．一方，高校側に中途退部をした部員を紹介してもらうことも実際には困難と

いう問題もある．調査対象者を大学生とすることで，感情的には自らのストレス体験を語りやすくなっている

と思われる．また，中途退部後にある程度の時間を経ることによって，部活動ストレスに対する自分の考えや

その意味を整理して語ることができると思われる．具体的には以下の通り，調査対象者と分析対象者を選定し

た． 

N県の大学生のうち，高校時に運動部に所属していたが引退の時期を迎える前に中途退部した17名を対象に

面接を依頼した．選定された 17名のうち，日程の都合等で協力が得られなかった 1名を除く16名から協力を

得た．さらに，協力を得た17名のうち，回顧的に回答を依頼した高校運動部員用適応感尺度の得点が顕著に低

く，インタビューの内容からも不適応を示していないと判断された1名を除く15名が最終的な分析対象者とな

った（表3）． 

3．2．2．2 収集の方法  2007年 1月に，半構造化面接を調査者と面接協力者との1対 1で行った．面接

場所は調査者が所属する大学の面接室であり，時間は 1人あたり40分から 50分程度であった．面接の様子は

面接協力者の合意の下で ICレコーダーに録音され，逐語化された． 

3．2．2．3 質問の内容  最初に，「高校の部活動に入部してから中途退部するまで経緯」を簡単にメモし

てもらい，その後，自らの部活動の経験について自由に語ってもらった． 

3．2．2．4 倫理的配慮  面接協力者には研究の目的，面接時間，答えたくない内容には回答を拒否して

も良いこと，面接記録は録音されること，データの公表に際しては面接協力者のプライバシーが侵害されない

よう最大限の注意が払われること，等を面接開始時に説明した． 

3．2．2．5 相互信頼感（ラポール）の形成  研究 1と同様，面接者と面接協力者との間の相互信頼感を

築けるよう配慮した．なお，研究 1では面接者と調査対象者は初対面であったが，研究 2では両者は授業など
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を通じて面識をもっていた．したがって，相互信頼間の形成は比較的容易であったと思われる． 

 

3．2．3 データ分析 

研究 1 と同様に M-GTA を参照し，データの概念化，カテゴリー化，そしてモデルの生成という手順を経て

行った． 

 

3．3 結果および考察 

 

3．3．1 分析過程と結果 

研究 2では，データ収集・分析を 3段階に分けて行った．以下ではそれら各段階の分析過程と結果を概説す

る．なお，カテゴリー・グループは【 】内に，カテゴリーは＜ ＞内に，概念は“  ” 内に表記する． 

3．3．1．1 第 1段階  この段階では，基礎となる概念とカテゴリーの生成を主な目的とした．調査対象

者はno.1から no.7までの7名であった．62個の概念，15個のカテゴリーを生成し， 4個のカテゴリー・グル

ープを構成した．第 1段階におけるカテゴリーとしては【期待と現実の狭間】に関するものとして＜個人の欲

求＞，＜部活への戸惑い＞が，【ストレスの体験】に関するものとして＜問題に直面＞，＜問題の拡大化＞，＜

自分への悪影響＞，＜問題への対処＞，＜乏しい対処資源＞が，【退部への歩み】に関するものとして＜部活継

続への思い＞，＜中途退部への傾き＞，＜部活との距離をとる＞，＜退部後の生活を考える＞，＜退部の決意

＞が，【退部後の自分】に関するものとして＜後ろめたい思い＞，＜解放された自分・新たな自分＞，＜過去を

振り返る＞，＜未来に向かって＞が生成された． 

これらカテゴリーを構成する概念の説明力は未だ低い状態である．第 2段階では，生成された概念の類似例

表 3 調査対象者一覧（研究 2） 

 

no. 性別 種目 

1 女子 バドミントン 

2 女子 バドミントン 

3 女子 バドミントン 

4 女子 陸上競技 

5 女子 軟式テニス 

6 男子 バレーボール 

7 女子 硬式テニス 

8 女子 バスケットボール 

9 女子 硬式テニス 

10 女子 バドミントン 

11 男子 ソフトボール 

12 男子 陸上競技 

13 男子 バドミントン 

14 女子 バレーボール 

15 女子 野球 
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を確認していくことにより，概念とカテゴリーの洗練化に重点をおいて分析を進めていく．また，データを解

釈する際にその要約に傾いた傾向が感じられた．それゆえ，生成された概念名やカテゴリー名は部員にとって

の部活動ストレス体験の意味というよりも，部員に生じた現象を表しているように思われた．したがって，第

2 段階以降の分析では，分析テーマとの関わりから，データが内包している分析焦点者にとっての意味に特に

注意を払いデータ解釈を行っていく． 

3．3．1．2 第 2段階  この段階では第1段階で浮上した概念とカテゴリーの洗練化を主な目的とした．

調査対象者はno.8から no.11までの4名であった．第2段階までに生成された概念は39個で第1段階と比較す

ると23個減少した．これは，第1段階での概念生成がオープン化に重点があり，1つの具体例であっても概念

候補としていたが，第 2段階では収束化させることに重点をおいて概念生成を行ったためである．この段階に

表 4 最終的な概念，カテゴリー，カテゴリー・グループ（研究 2） 

 

 カテゴリー･グループ（4） カテゴリー（15） 概念（39）
誘発条件の形成 躍動の期待 欲求充足の期待

充実の日々
先行きの不安 戸惑い

否定的印象の形成
ｽﾄﾚｽとの相互作用 暗黒の世界 試練の幕開け

苦悩の日々
押しよせる波

危険信号の点滅 心の悲鳴
変貌する自分

できることの全て 精一杯の対処
環境への従属
身動きできない

資源不足 しなやかさの欠如
エネルギーの拡散
一人ぼっち
知ってほしい
わかってもらえない

限界のサイン 自己肯定感の喪失
切実な拒否意識
拒否反応の具現化

主体性の芽生え 高校生活に対する疑い
視界に入る新たな魅力の対象

立ちはだかる壁 辞めることの躊躇
逃げの選択

脱出への追い風 賛同を得ることの安心感
囚われていた信念からの解放

飛びたつ意志 固い意志
踏み出す準備

自己の再体制化 自分は負け組 自分に落胆
引きずる思い
弱者のレッテル

自己実現への歩み 苦難からの解放
生き生きとした生活

成長資源の獲得 貴重な財産 無駄にはならない
活かせる時がくる

成長データベースの蓄積と更新 心残りの思い
原因の究明
課題の指摘
信念の再構築
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おけるカテゴリーとしては【誘発条件の形成】に関するものとして＜躍動の期待＞，＜先行きの不安＞が，【ス

トレスとの相互作用】に関するものとして＜暗黒の世界＞，＜危険信号の点滅＞，＜できることの全て＞，＜

資源不足＞，＜限界のサイン＞，＜主体性の芽生え＞，＜立ちはだかる壁＞，＜脱出への追い風＞，＜飛び立

つ意志＞が，【自己の再体制化】に関するものとして＜自分は負け組＞，＜自己実現への歩み＞が，【成長資源

の獲得】に関するものとして＜貴重な財産＞，＜成長データベースの蓄積と更新＞が生成された． 

3．3．1．3 第 3段階  この段階では，概念とカテゴリーの洗練化と精緻化が主な目的であった．調査対

象者はno.12からno.15までの4名であった．第3段階では精緻化に向けた作業を行った．第3段階までに生成

された概念は39個であり第 2段階と変わらなかった．また，カテゴリー数も第2段階と同様で15個であった．

この段階まで継続的比較分析を行い，no.12から no.15までの4名のデータにおいてこれまで生成された概念の

類似例は見出されたものの，新たな概念を生成するような具体例は発見されなかった．また，これまでの分析

から，分析テーマである「部活動におけるストレス体験の意味」に関するプロセスを導くことができた（詳細

は後述される）．以上のことを勘案すると，本研究は理論的飽和化に至ったものと判断し，分析を終了した． 

最終的に導かれた概念，カテゴリー，そしてカテゴリー・グループを表4に示した． 

 

3．3．2 結果図の作成 

分析結果として生成された概念，カテゴリー，カテゴリー･グループについて，それらの関係を図示した（図

躍進の期待躍進の期待躍進の期待躍進の期待

先行きの不安先行きの不安先行きの不安先行きの不安

暗黒の世界暗黒の世界暗黒の世界暗黒の世界

危険信号の点滅危険信号の点滅危険信号の点滅危険信号の点滅 できることの全てできることの全てできることの全てできることの全て

脱出への追い風脱出への追い風脱出への追い風脱出への追い風

限界のサイン限界のサイン限界のサイン限界のサイン

主体性の芽生え主体性の芽生え主体性の芽生え主体性の芽生え

立ちはだかる壁立ちはだかる壁立ちはだかる壁立ちはだかる壁飛びたつ意志飛びたつ意志飛びたつ意志飛びたつ意志

自分は負け組自分は負け組自分は負け組自分は負け組

自己実現への歩み自己実現への歩み自己実現への歩み自己実現への歩み

貴重な財産貴重な財産貴重な財産貴重な財産

データベースデータベースデータベースデータベース
の蓄積と更新の蓄積と更新の蓄積と更新の蓄積と更新

資源不足資源不足資源不足資源不足

部員としての不適応プロセス部員としての不適応プロセス部員としての不適応プロセス部員としての不適応プロセス

高校生としての適応プロセス高校生としての適応プロセス高校生としての適応プロセス高校生としての適応プロセス

個人としての成長プロセス個人としての成長プロセス個人としての成長プロセス個人としての成長プロセス

【【【【誘発条件の形成誘発条件の形成誘発条件の形成誘発条件の形成】】】】

【【【【ストレスとの相互作用ストレスとの相互作用ストレスとの相互作用ストレスとの相互作用】】】】

【【【【自己の再体制化自己の再体制化自己の再体制化自己の再体制化】】】】

【【【【成長資源の獲得成長資源の獲得成長資源の獲得成長資源の獲得】】】】

躍進の期待躍進の期待躍進の期待躍進の期待

先行きの不安先行きの不安先行きの不安先行きの不安

暗黒の世界暗黒の世界暗黒の世界暗黒の世界

危険信号の点滅危険信号の点滅危険信号の点滅危険信号の点滅 できることの全てできることの全てできることの全てできることの全て

脱出への追い風脱出への追い風脱出への追い風脱出への追い風

限界のサイン限界のサイン限界のサイン限界のサイン

主体性の芽生え主体性の芽生え主体性の芽生え主体性の芽生え

立ちはだかる壁立ちはだかる壁立ちはだかる壁立ちはだかる壁飛びたつ意志飛びたつ意志飛びたつ意志飛びたつ意志

自分は負け組自分は負け組自分は負け組自分は負け組

自己実現への歩み自己実現への歩み自己実現への歩み自己実現への歩み

貴重な財産貴重な財産貴重な財産貴重な財産

データベースデータベースデータベースデータベース
の蓄積と更新の蓄積と更新の蓄積と更新の蓄積と更新

資源不足資源不足資源不足資源不足

部員としての不適応プロセス部員としての不適応プロセス部員としての不適応プロセス部員としての不適応プロセス

高校生としての適応プロセス高校生としての適応プロセス高校生としての適応プロセス高校生としての適応プロセス

個人としての成長プロセス個人としての成長プロセス個人としての成長プロセス個人としての成長プロセス

【【【【誘発条件の形成誘発条件の形成誘発条件の形成誘発条件の形成】】】】

【【【【ストレスとの相互作用ストレスとの相互作用ストレスとの相互作用ストレスとの相互作用】】】】

【【【【自己の再体制化自己の再体制化自己の再体制化自己の再体制化】】】】

【【【【成長資源の獲得成長資源の獲得成長資源の獲得成長資源の獲得】】】】

図 2 部活動に不適応を示した中途退部者のストレス体験プロセス 
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2）．以下では，結果図としての「部活動に不適応を示した中途退部者のストレス体験プロセス」の概略を示す．  

3．3．2．1 【誘発条件の形成】  部活動に対する期待や充実した部活動の体験は部活動における今後の

＜躍進の期待＞を抱かせる．しかし，自分の期待と異なる部活動の実態に触れることにより，部員は＜先行き

の不安＞を感じる． 

3．3．2．2 【ストレスとの相互作用】  中途退部の原因となる＜暗黒の世界＞へ足を踏み入れる．これ

により部員は悪影響を受け，情動面，行動面などに渡り＜危険信号の点滅＞をみせる．部員は＜できることの

全て＞をもって対処行動を行うが，＜資源不足＞のために上手く機能しない．やがて，心情的にも行動的にも

＜限界のサイン＞を発し，ここで部活動への前向きな関与を終えてしまう．そして，ここから部員は，自分ら

しい生き方への関心をもとに＜主体性の芽生え＞を起こす．部員は部活動から＜飛び立つ意志＞を持つことに

よって新しい世界へ踏み出そうとする．ところが，部員は中途退部を拒もうとする自分内外の＜立ちはだかる

壁＞に対処しなければならない．しかし，＜飛び立つ意志＞を持つことによって他者や自分自身から＜脱出へ

の追い風＞を受け，やがて中途退部を実現する． 

3．3．2．3 【自己の再体制化】  中途退部をしたという現実に対するネガティブな評価から，＜自分は

負け組＞との思いを持ってしまう．しかし，やがてその思いからも解放され，部活動とは別の世界で＜自己実

現への歩み＞を進めていく． 

3．3．2．4 【成長資源の獲得】  部活動における苦難の経験であっても，それは自分の役に立つ＜貴重

な財産＞であると認識している．また，そのような経験を振り返り，考え方を変えていくことで，＜成長デー

タベースの蓄積と更新＞を行っている． 

 

4 総合的考察 

 

本研究では，部員におけるストレス体験の意味を検討することにより，部員用の SMP を作成することに関

心があった．本研究における分析結果から，SMPに活かされる援助の視点をいくつか見出すことができた． 

  

4．1 ストレスとの相互作用を通じた部員の成長促進の視点 

 

研究 1の「部活動ストレス体験の意味づけプロセス」では，部活動に適応的な部員はストレスの体験を経る

ことにより自分自身の成長を遂げていることが示された．速水他（1994）は，「自己成長力」という概念を提案

しているが，この用語を動機づけの側面に限定した言葉としたうえで「自ら自分自身を伸ばしていこうとする

力」と定義している．さらに，神藤（1998）はストレスに対処する過程を通じて自分自身が成長したという主

観的評価（自己成長感）がその後の活動の動機づけになることに触れ，ストレッサーに対する問題解決的対処

が自己成長感を高めることを示している．このような研究を鑑みると，部員が部活動におけるストレス体験か

ら成長を遂げ，自らのストレス体験に対して肯定的な意味づけを行うということは，彼らが部活動に適応して

いくうえで非常に意味深い作業と考えることができる．SMPでは，部活動におけるストレス体験を単に部員の

不適応を助長させる要因と捉えるのではなく，部員が部活動に適応していくための成長の機会と捉える視点が

求められる．したがって，SMPのねらいは，従来のストレスマネジメント教育で主流であったストレス反応の

低減の側面と，ストレス体験による部員の成長の側面の両方から考えていく必要がある． 

また，部活動に適応的な部員のストレス体験は，「体験」する段階，「成長」する段階，「意味づけ」する段階

の各段階に分けて考えることができた．したがって，部員が部活動に適応的であるためには，各段階をいかに

過ごすかが重要と思われる．そして，そのことはある段階から次の段階への移行を速やかにするうえでも重要
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である．すなわち，適切なストレス体験は部員の成長を促すことを可能とし（「体験」から「成長」へ），また

ストレス体験によって自分の成長を実感できることは，ストレス体験を肯定的に意味づけることにつながる

（「成長」から「意味づけ」へ）．さらに，ストレス体験を肯定的に意味づけられれば，部員はストレス体験に

主体的かつ能動的に取り組むことができるようになると考えられる（「意味づけ」から「体験」へ）．したがっ

て，「体験→成長→意味づけ→体験’→」のサイクルを円滑化させることは，部活動に適応的な部員を育てるSMP

の大きな目標となるであろう．この実現のため，SMPは「体験」，「成長」，「意味づけ」の各段階に応じたプロ

グラムが必要となる． 

 

4．2 部活動における部員の不適応予防の視点 

 

研究2の「部活動に不適応を示した中途退部者のストレス体験プロセス」では，「部員としての不適応プロセ

ス」が示された．従来のストレスマネジメントで強調された不適応予防としてのストレスマネジメントの利用

が考えられる．まず，【誘発条件の形成】段階では初期のつまずきが大きいことが問題となる．部員の見込み違

いの期待から生まれる現実との格差を少なくすることが重要となろう．入部前の部活動見学，あるいは入部後

にオリエンテーションを行うなどして，今後の部活動生活に対して現実的なイメージを持つことが有効と思わ

れる．つづいて，不適応の直接の原因となる重大なストレス源を取り除く必要がある．絶えざる環境調整に取

り組むことが大切である．また，ストレス源を自ら取り除くことができるような対処方法を習得したり，ソー

シャルサポートを利用できるようにするなどして対処資源を確保することも重要である．いずれにしても，部

員の不適応を予防するためには，【限界のサイン】に到達するまでに対応を講じなくてはならない． 

また，「部活動に不適応を示した中途退部者のストレス体験プロセス」では，「部員としての不適応プロセス」

に続いて「高校生としての適応プロセス」が示された．適応の対象は異なるにしても，不適応状態から適応状

態に向かうことの重要性は部員を個人として考えたときに強調される．部活動の場にとどまることで不適応状

態が促進されるような場合には，新たな環境への適応を支援する働きかけも必要かもしれない．その際，誰が

どのような立場で支援するのかという問題が生じてくるが，この点については，今後の検討が望まれよう． 

さらに，「部員としての不適応プロセス」に続いて「個人としての成長プロセス」という流れも示された．【ス

トレスとの相互作用】によって生じた多くの体験は，今後の自分の成長のための資源となって活用されていく．

体験することは将来に役立たせるための多くの学びを得る機会でもある．それがたとえ不適応を含む体験であ

っても，次のステップの適応に活かされるのであれば，個人として貴重な財産を獲得したことになる．また，

不適応の体験を単なる「不適応体験」で終わらせてしまっては，それは無駄なものとして残るだけである．そ

の体験が自分の今後に役に立つと思えることで，不適応を含む一連の体験に肯定的な意味づけができると思わ

れる．したがって，中途退部していく部員であったとしても，不適応の体験から個人の成長に向けた多くの資

源が獲得されるよう支援することを積極的に考えていかなければならない． 

 

5 今後の課題 

 

本研究では，仮説モデルとして「部活動ストレス体験の意味づけプロセス」と「部活動に不適応を示した

中途退部者のストレス体験プロセス」が生成された．この仮説モデルが妥当なものかどうかを判断するため

には，それがグラウンデッド・セオリーとしての内容特性を有するかどうかを確認することが望まれる．木

下（2003）は，グラウンデッド・セオリーの内容特性として次の4項目をあげている．①現実への適合性：

研究対象とする具体的領域や場面における日常的現実に可能な限り当てはまらなくてはならない．②理解し
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やすさ：提示された理論はその領域の人にとって理解しやすいものでなくてはならない．③一般性：限定さ

れた範囲における日常的状況に対して一般的ガイドラインになる水準まで抽象化されていなくてはならな

い．④コントロール：具体的領域において自ら主体的に変化を引き起こしていけるように状況をコントロー

ルできなくてはならない．これらのうち，①から③までの内容特性については，今回調査対象となった運動

部やその他の運動部のコーチ等，現場に関わる者に評価してもらうことで対応することができる．また，④

については，仮説理論を基に作成した SMP を実際に部員に実施し，その効果を検証することで対応するこ

とが可能である．今後において検討を要する点である． 

また，今回は不適応部員の検討を中途退部に至った部員に限定して行ったが，不適応を示す部員の中には

中途退部することなく，部活動を継続したままの者もいる．不適応を示しつつ，＜主体性の芽生え＞を示す

ことなく部活動にとどまることで生じる「ストレス体験の意味」についても検討の必要性を感じる．  
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